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ようやく一筋の光が見えて来たか？
　９月１日・２日に開催された共同連大会は、昨年
に引き続き東京での開催となりました。会場の立
教大学池袋キャンパスには、２日間で延べ1,100
名を越える人が集まりました。
　北海道からは、ライフをはじめ共同連北海道の
仲間たち25名の参加でした。
　今年の大会は、社会的事業所促進法をどのよう
に実現するのか、という事に集約された内容でし
た。今までは、障害者関係の事業所を中心とした
参加が多かったのですが、今年の大きな成果とし
ては、NPOジャパンマック、日本ダルク本部、
NPOホームレス支援全国ネットワーク、ワーカー
ズ・コレクティブネットワークジャパンなど、社会的
事業所促進法を共同提案する、広範囲の仲間たち
の参加があったことです。障害者と共に働く場をめ
ざしてきた共同連という小さな流れが、日本国内
の様々な社会的困難を抱える人々との協同で大き
な社会運動をつくりだそうとする強い志が生み出
した結果なのでしょう。
　一つ残念だったのは、厚労省社会・援護局生活
困窮者自立支援室の黒木正人さんの参加がな
かったことです。社会的事業所の法制化を進める
うえで、厚労省の生活支援戦略はその重要な役割
を担っている以上、黒木室長の報告はぜひ聞きた
かった。
　その後、厚労省では、生活支援略の中に中間就
労支援（就労訓練）だけではなく、雇用関係をもっ
て働き続けることができる場への支援も含めて考
えているとの情報もあり、ようやく一筋の光が見え
て来たように思います。
　北海道では、今年の11月９日に共同連北海道ブ

ロック結成交流会が開催されます。これを契機
に、更に多くの仲間たちとの合流をつくりだし、共
働事業所から社会的事業所へと大きな時代の転
換をつくりだす主体として、これからも活動を進め
ていきたいと思います。
　来年の第30回共同連大会は、新潟県での開催
が決まりました。北海道からもさらに多くの人たち
と一緒に参加できる準備を共に始めましょう。

共同連北海道ブロック会議
結成交流大会

共同連北海道ブロック会議
結成交流大会

日　時／2012年11月9日（金）　
 午後3時　開会
会　場／市民活動プラザ星園2階ホール
 札幌市中央区南8条西2丁目 
 （駐車場がありません）

参加費／3,000円（交流会費用含）

◆第１部　15：00～　オープニング・セレモニー
 ～オープニングパフォーマンス交流会～ 　
◆第２部　16：30～　共同連北海道ブロック会議結成大会
 ・基調講演・北海道ブロック会議の説明と役員紹介　　　　　　　　　
 ・北海道ブロック会議代表挨拶　
 ・共同連北海道ブロック会議結成宣言　　　　 
◆第３部　17：30～　
 共同連北海道ブロック会議結成交流パーティ

●　共生･共働の社会的障害があってもなくても共
　に働き、共に生きる場をつくろう！
●　いろんな困難を抱える人たちと共に働ける社
　会的事業所をめざそう！
そんな想いを共有する仲間たちとの出会いを求めて、
共同連北海道ブロック会議を結成することにしました。
想いを共有する仲間たち、みんな集まろう！
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● 参加申し込み・問合せ先
NPO法人 札幌・障害者活動支援センターライフ

電話011-633-6666（担当/石澤）
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　　共同連全国大会に初参加して　　
もじや  西 田　彩

　去る９月１、２日の２日間、「社会的事業所促進
法実現！社会的に排除される人と共に働く場を」の
スローガンのもと、第29回共同連全国体会東京大
会が立教大学池袋キャンパスにて開催されました。
　石澤専務理事と各場の有志10名が参加となり、
大会前日の８月31日に現地入り。当事者メンバー
と共に宿泊先近くの水族館を訪れるなど、楽しい
一時を過ごさせていただきました。
　翌１日は朝早めにホテルを出発し、開会の13時
まで資料の封入作業や会場設営を行いました。時
間になると受付に大勢の人が押し寄せ、あっとい
う間に席が埋まり熱気に包まれる光景は、初参加
の私にとって大変迫力がありました。
　大会初日は、特別報告「これからの生活困窮者
支援」から始まり、講演「生活保障－排除しない社
会へ」という演題のもと、現在取沙汰されている生
活保護への風当たりや、尊厳死法案などについて
も言及され、対談「排除しない社会を実現するた
めに」にて締め括られました。今後の日本社会で
の生活保障のあり方が議論される中で『社会の
99％弱者』という例えが非常に印象的でした。
　大会２日目の分科会では、「特別支援教育は共
生・共働に結びつく？」に参加。障害の種類や度
合いで教育現場を分けるのは、子供のみならず教
育者・介護者の成長にとっても良くないのでは、と
話し合われ、当事者から「重度の障害でも、普通
学級に行きたい」という意見が多数あげられまし
た。特別支援教育について、来年からは共同連全
体の課題として皆で考えていきたいそうなので、よ
り平等に人間らしく成長していける教育現場が実
現するよう、もっと当事者や経験者の意見が全国
に届けば良いなと思います。

　　共同連全国大会のトーン　　
こころや  小黒　悠佑

　出発の飛行機の中で岡林さんの「僕たちだって
人間だ！！」を少し読んでいた。人間的温度の本。
この本が共同連への扉を開いたのかも知れない。
　私たちが泊まった場所は元巣鴨プリズンの跡地
に建てられた60階建て超高層のサンシャインホテ
ル。東京はファンタジーと現実が入り混じった都市。
　一日目の宮本さんの講演の中には何度も「価値
観の変換」というフレーズがあった。
　生保は今や障害者、健常者分け隔てなくなって
いる。対談の中で湯浅誠氏が放った「責任は皆さ
んにもある」という言葉は重く受け止めなければな
らない。
　今や政治とい
う言葉は、外側
に頼る対象では
なく私たちの中
に取り戻さない
といけない、とい
うことか。
　そんな重たい討議を聞きながらもう一つ気にな
るトーンがあった。ペットボトルを持ちながら何や
ら声をあげて会場中を歩く青年がいた。途中で止
まったり、壇上に座ったり、座っている人にちょっ
かい出したり正に縦横無尽だ。彼の情熱的なうご
めきは、壇上の３人の静かな雰囲気とは対照的
だ。まるで２つの社会が融合してスパークを起こ
しているようで、私には一種の祭りのように見え
た。同時にこの光景を社会の大半が見えていない
のはとても不健康なことだと思った。
　「価値観の変換」常識を破れば新しい景色が見
えてくる。それは「ミンナチガッテミンナイイ」とい
う常識かもしれない。こんなことを思ってしまう私
の中にはまだ、あの日の共同連のトーンが残って
いるのかも知れない。

　　あゆみちゃんに寄せる想い
きばりや  加藤　信一

　２日目の分科会で、あゆみちゃんという寝たきり
で、ご両親の介助を受けながら参加された方がい
ました。常に点滴を体にあて、自分自身ではほと
んど何もできない様子でした。やはり「かわいそう
に…」という色めがねでみてしまいました。
　分科会がすすんでいくうちに「あなたの楽しい
ことは何ですか？」という質問のコーナーがありま

した。
　私などは「仕事の後のお酒」などと無難な答えを
したのですが、あゆみちゃんは「電車やバスに乗
れること」と発表されていました。本当なら遊び盛
りで、友達と遊んだり、好きな人に恋をしたりと楽
しいことばかりのはずの年齢なのに…。
　ともすれば私などは、バスの中で他の人にぶつ

かったら「ムッ」としてしまうところなのに、あゆみ
ちゃんはそれが「楽しみ」だというのです。
　障害者である自分に嫌気がさす時もあります
が、自分で食事もできて、自分でお風呂にも入れ
る。こんな当たり前なことに「幸せ」があるんだ
と、あゆみちゃんに教えてもらいました。
　ありがとうございます。

● 共同連とは～
　障害のある人に対する差別とたたかい、障害
のあるなしに関わらず、共に働く事業所を展
開することにより真の共生社会づくりをめざ
し1984年結成された。

● 共同連大会とは～
　共同連の趣旨に賛同した人たちが全国から
集まり、活動の発表や勉強会、コミュニケー
ションなどを目的とした、年に一度、全国各
地で開かれる大会。

● 共同連とは～
　障害のある人に対する差別とたたかい、障害
のあるなしに関わらず、共に働く事業所を展
開することにより真の共生社会づくりをめざ
し1984年結成された。

● 共同連大会とは～
　共同連の趣旨に賛同した人たちが全国から
集まり、活動の発表や勉強会、コミュニケー
ションなどを目的とした、年に一度、全国各
地で開かれる大会。
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　こんにちは。９
月３日～８日の６
日間、ライフでお
世話になりまし
た、熊本学園大
学４年生の府内
詩帆です。
　私は今回の実

習で、ライフで働いている方々と一緒に生活してい
く中で、障害をもつ人ともたない人との違いとは
いったいなんなのだろうと考えさせられました。
　私がこれまでボランティアや実習でお世話に
なった福祉施設では、障害をもつ利用者ともたな
い職員は、制服や指導される側とする側という壁
で、両者の間が仕切られていた感覚がありました。
そこには共に生きるという共生を掲げながらも、障
害をもつ人を監視し、健常者といわれる人たちが
作ったルールによって、その人達を縛り付けている
という現実があったように思います。
　しかしライフの職場では、障害をもつ人もたない
人、両者が同じ職場で働いており、明確な区別は
されていません。指導する側とされる側がきまって
おらず、お互いにおしゃべりして笑いあったり、とき
には言い争いになったりもしながら共に働いてい
て、共働している仲間という意識を、ライフの職場
の雰囲気から感じることが出来ました。
　また、ライフは障害をもつ人との共生を自分たち
の会社内だけでは完結させない、また障害をもつ
人がもたない人同様の収入を得るための挑戦を
日々、試行錯誤しているということも色んな方々と
お話していく中で知っていきました。

　いちご農園、カフェ、食堂、印刷業、リサイクル
工場などといった様々な業種の職場を開拓させて
いき、いちご農園でとれたいちごを食堂やカフェで
利用できないかメニューを考案する計画をたて、
自家製品を作ろうとする挑戦。また農家の方の協
力も得てのゆめぴりかというお米の小売業務、ま
たサークル活動でよく利用されるビル内にあるカ
フェでは、希望すれば食事を自分たちが使ってい
る部屋まで配達してくれる、地域にでて交流してい
こうとする挑戦には、一日の生活がある程度きまっ
ており、地域との交流も年に何回かに限られてしま
う施設での生活にはない、自由とこれから事業を
自分たちで変えていける可能性があり、ライフはと
ても魅力的な法人だと思いました。
　私は今回の実習で、障害をもつ人への対応の仕
方や療育の方法などではなく、障害があったとして
も、その身体にある障害自体が本当の障害となる
訳ではなく、受け入れる社会や会社側がその人に
障害を与えるものだという事を体感しました。
　私も、人が自分の本来の姿で働き、生活を支え
てもらえる会社、そして様々な人達が共生していけ
る社会を作る一員とし
て参加できるように、ラ
イフで学んだことを生
かしながら勉強を積み
重ねていきたいです。
　今回は実習させてい
ただきありがとうござ
いました。
　これからもどうぞよろ
しくおねがいします。

熊本学園大学  府内　詩帆

ライフでの実習報告！！
ふない しほ

熊本学園大学の４年生が、共同連大会に参加後にNPOライフで実習しました。

ひだまりでのラビオリ作り

カフェ ド キバリヤでの実習
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秋の収穫祭秋の収穫祭

発寒工房　坂本　倫子
　今回、私は初参加でした～。初日は９月とは思えないほどの暑さ！せめて顔だけは日に焼けたくないと、頭
からタオルをかぶっての参加。はたから見たらさぞかし怪しかったことでしょう。
　２日目はあいにくの雨でお客さんも初日から比べたら少なかったのが残念でしたが、ジョンさんと菅原さ
んが一所懸命作った焼きそばを子供達が美味しい！と食べている声を聞いてとっても嬉しかったです。
　それと、なかなか普段ライフのみなさんとお会いする機会も少ないので、みなさんの顔を見れたのことも
嬉しかったです。そろそろ…名前と顔、覚えてもらえたかなぁ？（笑）　

発寒工房　齊藤　悦久
　今回は、とにかく暑い。顔も手も腕も真っ赤にな
りましたね。裏返したら白くて「まるでオセロです
よ。」と冗談をまじえながら楽しくやりました。
　２日目は雨が降って皆を見守るくらいしか出来な
いと思いきや、科学館で接客！！
　今回初めて会った人とも縁があったりと、充実し
た２日間でしたね。

発寒工房　関　隆広
　１日目は炭おこしや氷運びですごく暑く感じました。
　２日目は雨が降り、炭をおこさず呼ばれるのを
待っている間、声を出して呼び込みをしました。
　緊張しました。無事に終わって良かったと思いま
した。　　　　　　　　　　　　　

発寒工房　菅原　厚志
　２日間、やきそばの担当でした。こっそりと「ま
かない」で練習していました。（笑）
　今回学んだことは、お客様を大切にし感謝をす
ること。今でも忘れずに心がけています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
　　　　　　　　　　　　　

「 下水道科学館フェスティバル２０１２に参加して 」「 下水道科学館フェスティバル２０１２に参加して 」「 下水道科学館フェスティバル２０１２に参加して 」「 下水道科学館フェスティバル２０１２に参加して 」

☆焼きそば職人　菅原さん（左）とジョンさん（右）

リリ
ユユ ーースス ルル シシ ェェママ
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　今年の２月から始めた第三土曜日の工作教室が、徐々に人
気のコーナーとなって来ました。
　今回は、資源回収で持ち込まれる「枝・葉・草」の枝を使っ

た健康棒づくりでした。
　翌々日が「敬老の日」ということで手づくりのプレゼントをア
ピールしたところ、お父さんやお母さんと子供たちが続々と来
館。西田先生の手ほどきを受け、紙やすりで仕上げると…桜の枝
がとっても可愛い健康棒に変身するのです。おじいちゃんやおば
あちゃんへのプレゼントと思って来館しても、あまりの可愛さに
「自分用にしたい！」と言い出す子供が続出でした。担当者もとっ
ても感激の１日となりました。
　これからは、材料確保のため「枝・葉・草」置き場に目を光らせ
る西田なのでした。

　昨年の10月にリユースプラザ異動して１年が
経ちます。最初は容器包装プラスチック、製品プ
ラスチックという言葉に戸惑った私でした。
　以前は《ごみ分けガイド》に頼っていたので、す
ぐに回答出来なかったのですが、今ではごみの分
別を聞かれたら、「素材が何か？リサイクルされ
るとどんな製品になるのか？」を考えて、答えるこ
とが出来るようになりました。色々な資源物の分
別方法をスムーズに案内出来ることは、私にとっ
てとても大きな変化だと思います。
　初めは来館者に《資源とごみの分け方・出し
方》を伝えることに一生懸命でした。
でも、「分別することは面倒くさい！」と思わせて

は、ごみの減量には繋がらないことに気づきまし
た。資源物の出し方のルールとその理由を、しっ
かり伝えて、納得してもらうことが大切なんです
よね。
　そのほかにも、たくさんの“伝える”ということ
の難しさと大切さを、来館者やリユースプラザの
職員に教えてもらいました。
　10月からはライフの新事業、スーパーの資源
物の分別事業へ異動になります。職場は変わりま
すが、リユースプラザで覚えた分別の知識を生か
して、メンバーと一緒に頑張っていきたいと思い
ます。
　本当に１年間お世話になりました！

「第三土曜日簡単工作教室 」「第三土曜日簡単工作教室 」「第三土曜日簡単工作教室 」「第三土曜日簡単工作教室 」

「リユースプラザの一年間を振り返って」「リユースプラザの一年間を振り返って」

　去る９月22日土曜日、今年度４回目のイベント「まつりだ！
環っ」が開催されました。来場者数464名と大盛況でした。
　ともどもネットとの共働事業である今回のイベントでは、子供
たちの素晴らしいバイオリンの演奏や、発寒工房のジョンさん
が講師となった《廃材の鳴るこづくり》。リユースイベントの定番
キャラ？の《ちっきゅん》との交流など盛りだくさんの内容に、来
場者は大喜びでした。
　10月13日（土）14日（日）には、今年度最後の屋外イベント
《リユースマルシェ》が開催されます。
　この度の屋台部門では、ライフの本領発揮の《焼きそば》《フ
ランクフルトソーセージ》などの販売があります。
　ぜひ、ライフの皆さま方にはイベントでは屋台や販売での活
躍、そしてお客さんとしての来場を心からお願い致します。

ともども秋まつり「まつりだ！環っ」終了ともども秋まつり「まつりだ！環っ」終了ともども秋まつり「まつりだ！環っ」終了ともども秋まつり「まつりだ！環っ」終了

子どもたちに鳴るこ製作を伝授するジョンさん(中央)

小学生のバイオリン演奏

枝きりを頑張る工作教室担当 西田大作

リユースプラザ　松永　クニ子

リユースプラザ　森　絵津子

リユースプラザ・近況報告★ ★

秋の収穫祭秋の収穫祭

発寒工房　坂本　倫子
　今回、私は初参加でした～。初日は９月とは思えないほどの暑さ！せめて顔だけは日に焼けたくないと、頭
からタオルをかぶっての参加。はたから見たらさぞかし怪しかったことでしょう。
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　それと、なかなか普段ライフのみなさんとお会いする機会も少ないので、みなさんの顔を見れたのことも
嬉しかったです。そろそろ…名前と顔、覚えてもらえたかなぁ？（笑）　

発寒工房　齊藤　悦久
　今回は、とにかく暑い。顔も手も腕も真っ赤にな
りましたね。裏返したら白くて「まるでオセロです
よ。」と冗談をまじえながら楽しくやりました。
　２日目は雨が降って皆を見守るくらいしか出来な
いと思いきや、科学館で接客！！
　今回初めて会った人とも縁があったりと、充実し
た２日間でしたね。

発寒工房　関　隆広
　１日目は炭おこしや氷運びですごく暑く感じました。
　２日目は雨が降り、炭をおこさず呼ばれるのを
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　緊張しました。無事に終わって良かったと思いま
した。　　　　　　　　　　　　　

発寒工房　菅原　厚志
　２日間、やきそばの担当でした。こっそりと「ま
かない」で練習していました。（笑）
　今回学んだことは、お客様を大切にし感謝をす
ること。今でも忘れずに心がけています。
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　今年は異常な暑さの夏を過ごしてきましたが、９

月９日“ミニ大通りお散歩まつり”が開催されまし

た。当日は朝から雨！　激しい雨の連続で、お客様

が来てくれるかとても心配でした。

　ミニ大通りお散歩まつりは緑地帯遊歩道界隈に

住むご近所様（北４条西11丁目～西17丁目）の顔ぐ

らい見知って挨拶をしようと、桑園交流ネットワー

クが３年前から始めたお散歩まつりです。

　昨年から元気ジョブも地域のコミュニテイづくり

に障害者も積極的に寄与しようと、障害者施設に呼

び掛けて、昨年は12か所、今年は10か所の作業所

が参加しました。

　会場は実行委員会から極楽湯を割り当てられま

した。昨年は一般企業も何社か同じブースに出展し

ましたが、今年は福祉関係だけの為、仮称「福祉

村」になり、皆さん気合が入っていました。

　当日の朝は７：40に会場入りし、極楽湯駐車場で

コーンをどけることから始まり、8：00には投光装置

が設置されました。現場をいつも使用している方が

設置してくれたので、歩行者が足にコードをひっか

けないように丁寧にガムテープで固定し、危険が伴

わないように配慮してくれました。予定の場所に設

置してみると、自転車置き場の方がうす暗かったの

で、場所を変えて真ん中になるように変更しました。

　投光機の下に発電機が付いていますが、発電機

を使うと駐車場内にエンジン音が響き、何時間もエ

ンジンを回したままだと頭に響きますので、極楽湯

さんの電源を使用させていただきました。

　昨年は暗いというのが印象だったのですが、今年

は明るく、皆の顔が輝いて見えました。雨にもかか

わらず各作業所のメンバーさんはお散歩を楽しみ

に出発です。途中出展していない所もあり早めに極

楽湯まで戻ってきていました。

　うららの郷さんも休憩所として使わせていただき、

車イス用のトイレ、車イスの方が体を休めるベッド

などを３床も開放して下さり、感謝しています。

　このようなご近所様のご協力のもと、ミニ大通り

お散歩まつりが無事に終わりました。各作業所には

ワークショップを作ってもらいましたが、雨の為、極

楽湯以外のブースへのお客の入りはあまりなかった

ようです。

　今年の試みとして、福祉村お休み処の設置、試

飲・試食の確立、各作業所の売り（個性）をキッチリ

出すことにチャレンジしました。

　すみれのメンバーさんは移動販売をしたいと申し

出てくれました。積極的に販売する意欲が成長した

な～と感心しましたが、残念ながら出発した後に実

行委員会本部から移動販売は止めてほしいと連絡

が来て、ブースまで戻ってもらいました。この次は臨

機応変に対応できるようにしたいと思いました。

　工房はまなすのワークショップは、藍染めしたT

シャツの販売

をしています

が、サイズが

子供サイズし

かない為（90

と100）大人

は自分用を作

ることができ

ませんでした。抜染する模様の型は動物柄や花柄

など色々あったので来年に期待したいです。

　ふじの作業所ではお休み処にベンチ３脚と１人

掛け椅子１脚をもってきて『うちの作業所で作った

ベンチです。』と説明していました。大きな現物を

持ってくるのは大変だったでしょうが、見て、触っ

て、確認して購入になります。１脚販売出来ました。

今年は１歩前進しましたね！

　来年は福祉村で子供や障害者を対象にした読み

聞かせが出来たらいいなと思います。

　樹上展は、今年も参加作業所がありませんでした

が、極楽湯の周りをそれぞれの作業所の得意な品

物で七夕のように飾れたらいいと思います。

　毎回反省しながらなので時間はかかりますが、進

化するバザーを目指したいですね。

 ミニ大通りお散歩まつりに参加して    ミニ大通りお散歩まつりに参加して   
中山　庸子

札幌市中央区南８条西２丁目5－74
市民活動プラザ星園103
ＴＥＬ ０１１－５９６－６５８１
ＦＡＸ ０１１－５９６－６５８２
E-mail:genki@hatarakutei.jp

アウトソーシングセンター

元気ジョブ

まちの元気印。
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『 仕事のこと 』
宮澤　智成

　JPの仕事をしました。JPをふうとうぶくろに
いれる仕事をしました。ちょっとむずかしかった
です。きんちょうしました。
　出張販売の仕事をしました。ほくろうの僕の声
がいつもよりちいさくきこえないと注意されてし
まいました。こんどからきをつけます。
　いらっしゃいませも大きな声でいいます。
僕ははじめきんちょうして、大きな声がなかなか

だせませんでした。どりょ
くして、大きな声をだせる
ようきをつけます。
　まだまだたねや楽しいの
で、これからもみんなと
きょうりょくして、きゅう
りょうをどんどんあげてい
きたいです。

『 すばらしいお店』
南　友康

　最近お店を見たらすばらしいお店になっていま
す。そとにたくさんお花をおいてあります。たま
にお客さんがきます。すばらしいお店になったお
かげでたまにですけどお客さんがくるようになり
ました。これからも、すばらしいお店になるよう
にがんばります。

『 ぼくに合った仕事』
蜂谷　和輝

　ぼくは、じゃくしなので、目がわるくてあまり
こまかい作業ができないので、ぼくにあった仕事
があればいいなぁとおもいます。

『 たねやにきて２年目に入ります！』
 　　　　　　奥井　忠宏

　10月１日で私がたねやに入って１年が経ちま
した。１年前の初出勤日は忘れもしない「トヨタ
ハートフルバザー」でしたが、今年もみんなの助
力で無事に終わりました。２年目もみんなと助け
合い、迷惑を掛け合って、店舗も人間も成長して
いきたいと思います。
　さて、最近たねやでは、引き続き店舗販売の強
化をしていますが、その中でうれしいことがあり
ました。本当は大小含めてたくさんありますが、
ひとつだけ。
　普段からあまり大きい声を出さないで、人前で
の発表などもあまり進んでしないと思っていた人
が、出張販売先でのビル全体に流れる放送を「や
りたい」と言ってくれて、実際見事にやりきって
くれました。
　誰かが頑張った分、他の人の刺激になって、ま
た頑張れるようなたねやが続くと良いなと思った
今日この頃でございました。

たねやイチオシ

 今月のオススメ！！
たねやイチオシ

 今月のオススメ！！

● 定番！ゆずぽん酢 360ml 580円
  500ml 780円
ゆずがさらに濃くなった
● 千人の村ゆずぽん酢 360ml 650円
  500ml 880円
だしがたっぷりきいた新商品
● のーがえい 200ml 460円

● ゆずこしょう(青オニ・赤オニ) 各52g 650円
乾燥したゆずととうがらし
● ぱっと馬路村 25g 520円
乾燥ゆず皮粉末
● ゆずパッパッ 28g 520円
● 山椒七味 25g 910円

夏の終わりの麺類にも、秋のお鍋にもぴったりの
ゆず商品をピックアップしました！

味のアクセントに小ビンの調味料もオススメ！

 

是非、お試しくださいませ ! !  byオク
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　　 下水道科学館フェスタ２０１２に参加して
織本　亜哉子

　９月９日日曜日に下水道科学館フェスタに参加し

ました。その日は始める時に大雨が降っていて、や

るか、中止するか最初みんなで考えました。その

後、チケット発売は科学館内でするということで開

催することにしました。

　私はチケット販売担当で雨模様だから、そんなに

お客さんは来ないのかなぁと思ったけど、たくさん

来てくれてよかった。子供にはカキ氷とフライドポ

テトが人気、大人には焼きそばが人気でした。

　午後から雨が止んできたので、科学館内と屋外で

それぞれチケットを売りました。

　また、来年もたくさんお客さんが来て楽しいフェ

スタになればいいなぁと思います。

　　 残暑の続いたイチゴ農園
南條　恭彦

　本当に今年の夏は暑かったですね。９月に入って

もひたすら続く暑い毎日にうんざりしました。

　豊滝のイチゴ農園も、ハウス作業をしていると、

太陽の日差しで肩のあたりがジリジリと照りつけ、

汗が滝のように流れてきました。やっと秋らしい天

候になりホッとしています。

　イチゴの収穫も、終わりに近づいてきています。

おいしいイチゴが生育するように、頑張って農作業

をしたいと思います。

　　 仕事について
　 カフェ 大島　隆也

　去る９月５日に、熊本から実習生が、１日だけカ

フェにやってきました。

　開店準備を教えてあげました。他には、オーダー

を取った後のセットや、商品を出す仕事や配達のや

り方を一緒にしました。

　受注が無い時は、洗い物をしたり、会話をしたり

楽しく過ごしました。

　また実習生がきてくれたら嬉しいです。

～cafe de キバリヤより～～cafe de キバリヤより～

「札幌市下水道科学館フェスタ2012」に参加！！　　「札幌市下水道科学館フェスタ2012」に参加！！　　
門田　輝美

とれたていちごと
山中牛乳が出会っちゃいました。

とれたていちごと
山中牛乳が出会っちゃいました。

きばりやとこころやの仲間たちが
心を込めて栽培・収穫をしている
豊滝のいちごをたっぷり使用。
夏の疲れが吹き飛ぶ一杯です。

きばりやとこころやの仲間たちが
心を込めて栽培・収穫をしている
豊滝のいちごをたっぷり使用。
夏の疲れが吹き飛ぶ一杯です。

今月のおすすめ今月のおすすめ

９月８日（土）・９日（日）に、「札幌市下水道科学館フェスタ2012」が開催されました。

　ライフは出店担当で、焼そば、フランクフルト、フライドポテト、焼とうきび、かき氷の５種類を２日分で

10,000食用意しました。大所帯のライフでも大変な作業でしたが、下水道バザーに参加３年目となると手

慣れたもので、ライフが一丸となってB型の工賃値上げのために頑張りました。

　私は初日のチケット販売を担当しました。お客様が途切れることなく訪

れ、オール100円の破格値に、お客様は『ボランティア価格だね！』と喜んで

チケットを買ってくれました。特にライフの焼きそばはプロの味と大好評で、

リピーターが続出！『また来ちゃった～！！』と言いながらチケットを買ってく

ださる方もいらっしゃいました。９月だというのに気温が29.7℃まで上がった

のも手伝って、かき氷が飛ぶように売れました。

　炎天下の中大変でしたが、楽しそうな子どもたちの笑顔が見られたのが、

とても嬉しかったです。
ゆでとうきびの看板を持って
呼び込みをしている濱中さん

いちごミルク

￥300

共働事業所
就労継続支援事業Ａ型

き ば り やき ば り やき ば り やき ば り や

・印刷物版下制作・製本
・ポスティング・ＤＭ発送
・その他の軽作業 〒063-0812 札幌市西区琴似２条５丁目３-５ マンションMOMO１F

TEL:(011)644-5533  FAX:(011)613-9323

〒060-0808 札幌市北区北８条西３丁目 札幌エルプラザ3F
TEL/FAX：(011)758-6533

Cafe de キバリヤ

共働事業所 きばりや
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　伊藤 美由紀

　私は、初めてのバザーでした。お客さんが一杯来

て嬉しかったです。ライフのみんなと仕事できて嬉

しかったです。来年も楽しみです。

　松橋 勇祐

　９月９日(日)２日目に下水道科学館のイベントに

参加しました。

　午前中はあいにくの大雨の中で大変でしたが館

内で商品をアピールしました。午後には雨が止みま

したがお客さんもたくさん来てくれました。

　商品もますますの売れ行きとなりました。１日だ

けの手伝いだったけども頑張って売れました。

熊谷  新

　９月８日(土)と９日(日)に麻生の下水道科学館でお

祭りがありました。私は今年の４月に入りましたが、

ひだまり代表として二日間働きました。

　一日目は天気が良くて、二日目は雨天で販売しまし

たが沢山売れました。

　仕事は主に接客・チケットと商品の受け渡しなど

を行いました。私はお客さんにいらっしゃいませ、あ

りがとうございますと言いました。すると沢山買ってく

れました。

　私の母親、札高養の先生も来てくれて本当に嬉し

かったです。来年もバザーに出たいです。

藤井　孝雄

　８月31日(金)～９月２日(日)まで共同連全国大会東京立教大

学でかいさいされました。前日の８月31日(金)に池袋のサンサ

イン水ぞくかんへ行きました。マンボウやペンギンなどを見まし

た。東京タワーや東京スカイツリーを見ました。

　9月１日(土)共同連全国大会のかいかいしきがあって、きょう

こうえん座談会、対談といった大会の１日目がおわりました。９

月２日(日)第５分科会ではたらくことについてふだんはたらいて

いることやすききらいゲームをして、たのしいじかんでした。

1. ひじきは水で戻して水気を切る。かぼちゃは皮をむき、
ラップで包みレンジにかける。

2. 火が通ったらつぶし、荒熱を取っておく。
3. 強火のフライパンでごま油を熱し、豚挽き肉を炒める。
肉に火が通ったらひじきと塩コショウを加える。

4. かぼちゃと③をボウルに入れて混ぜ合わせる。
5. ④を小判形に丸め、パン粉をまぶしつけて170度くらいの油で
揚げる。

6. レタスやサラダ菜などを添え、ウスターソースをかける。

①

②
③

④
⑤

⑥

下水道科学館フェスタに参加して

第29回共同連 全国大会 東京大会の参加

9月8日(土)下水道科学館バザー

下水道科学館イベントにて

かぼちゃ……… 1/10ヶ
ひじき(乾)……… 10g 
豚ひき肉……… 100g
レタスなど……… 4枚
パン粉……… 大さじ5

バター……… 小さじ1
ごま油……… 小さじ1
ウスターソース… 適量
塩こしょう……… 少々

<かぼちゃとひじきのコロッケ> ２人分

< 材料　２人分 > ☆キッチンレシピ！☆

〒063-0812 札幌市西区琴似２条３丁目2-37
サンハイム１階

ＴＥＬ ６１５－４１３１ ＦＡＸ ６１５－４１３２
E-mail : konburio@npolife.net

コン・ブリオ ひだまり
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お知らせ
ヘルパーステーション繭結(ゆい)では、ホーム
ヘルパー(１級または２級ヘルパー資格保持者)を募集
しております。まずはお話だけでも聞いてみ
ませんか？ご応募お待ちしております。

[勤務先] 西･東･北･厚別･白石の各区
 ※勤務場所への直行直帰可
[資　格] 経験不問､学生さんもOK､ブランクが

ある方･未経験･勉強中の方も歓迎
[時　間] 7:00～24:00の間で
 2～6時間位､週1～6日の勤務
[給　与] 時給850～1,200円以上､交通費規定
[応　募] 電話の上､写真付履歴書ご持参下さい｡
　★勤務先･時間･日数等､ご希望に合わせます｡
[連絡先] Tel:011-623-2505(佐々木･笠井)
　　　　 札幌市西区二十四軒４条６丁目５-３２

　介護の資格について考えたい。
　介護というお仕事には資格が必要だ。ヘルパー
の１級、２級の等級から介護基礎研修修了資格、
介護福祉士という資格である。
　介護の総体からいえば、医師、看護師という医
療資格から、社会福祉士、精神保健福祉士、介護
支援専門員、理学療法士、作業療法士、認知症ケ
ア専門士、心理療法士、言語療法士、住環境コー
ディネーター等々推挙に暇がない。
　偏見的に見れば、福祉の生育歴が国から信用さ
れず、各資格で縛り付けているかが、よく読み取
れる。
　また、介護保険法の中心にある介護支援専門員
(ケアマネージャー)についても、主任ケアマネと
か認定ケアマネとかのより専門化や先鋭化が求め
られている。
　一昔前は、社会福祉法第18条の規定による社
会福祉主事が唯一の福祉資格の時代があった。社
会福祉主事について法はこう規定している。
 「社会福祉主事は、・・・・人格が高潔で、思慮
が円熟し、社会福祉の増進に熱意があり・・・」
とある。この法は今も適用されるが、・・人格が
高潔で、思慮が円熟し、社会福祉の増進に熱意が
あり・・、とは、気恥かしさで一杯だ。
　「介護の資格はいらない、優しい人が欲しい」
とはある高名なグループホームの責任者の弁であ
るが、私は承服しない。確かに介護は資格でする
ものではないが、介護の仕事は優しさだけででき
るほど安易でもない。
　優しさとはどんな場面でも必要としている、ま
さに人間性の問題であり、介護とかの職業個別な
話ではないはずだ。
　誤解を恐れず続けるが、介護にいま必要なのは
資格である。正確に記せば、資格を取る姿勢が必
要なのだ。人の生活を支えるという事実に、優し
さという数字に語れない、ぼんやりとして誰も評
価しえない当たり前の行為に頼っていいのだろうか。

　決してそうではあるまい。優しさに介護を任せ
てはいけない。何度も言うが、優しさがいけない
のではない。優しさに頼る介護を、私は許せない。
　当然だが、資格が人を決めるわけではない。資
格や地位、経験だけで介護や福祉を自慢げに語る
人がいるが、そんな輩は人として卑しい人種と切
り捨てていい。資格とは、出会いのための手段に
すぎないのだから。
　資格の取得を目指す学びの姿勢や、研磨検証す
る態度が介護世界には希薄である。障害や老人の
介護は、人それぞれのケアであり、その人にあっ
た対応が求められている。つまり、介護とは個別
ケアといえる。自閉であれ、精神、身体、脳性ま
ひであれ、その人特有の個人支援であり援助なのだ。
　君はパンもご飯も麺も、ステーキもスープも林
檎もプリンも、ワインやカレーまで二本の箸で食
べるのだろうか。
　障害の多様性や精神の多重構造、細分化された
認知症の症状など、学びの道は遠く長い。資格取
得はその長く遠い道の扉門を叩くことだ。
　人の生活を担う君よ。
　より狭く、より高い門に挑んでほしい。

ーーーー  『 介護のお資格 』 ーーーーーーーー  『 介護のお資格 』 ーーーー
管理者　笠井　衛二
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　夏が終わり、もうすぐ秋である。「光陰矢の如

し」と言うが、季節の移り変わりは早いものである。

　もじやは、この３年間で一番安定しているのが

今年であるような気がする。変化の多い仕事に、

皆よくついてきているし、努力もしている。

　結果を求めるあまり、時として声を荒げたりもす

るが、それも全体で吸収し対応してくれるように

なった。仕事に対する慣れもあるのだろうが、人を

思いやるという事が仕事の流れに対する潤滑油に

なっているように思う。

　「となりは何をしているのか」を考えるだけでも、

視野が広がっていく。我流でやっていた仕事の手

を少し止めて、となりの人の仕事ぶりを参考にする

のもいい。とかく仕事は単調になりがちで、しかも

納期に追われ、自分の仕事のやり方がこれでいい

のか、考える時間さえ無くなってしまう。

　そんな時、つい弱音を吐いてしまいそうになるけ

れど、となりの人のなかなかあきらめない哲学者の

ような顔を見ると、そこからほんの少し立ち向かう

勇気をもらう事ができる。

　世代も違う、性別も考え方も違う人間が集まって

仕事をしているのである。ぶつかりながら、角が取

れ、丸くなっていく。形がいびつになっても、皆、

年相応に角が取れていく。

　丸くなるという事は、物事を調整する能力の向

上ではない。その意味で、人間が丸くなるという事

は、自分の個性が磨かれていく過程なのである。

決して妥協の産物ではない。

　１日24時間の３分の１を一緒に過ごす仲間で

ある。しかも１日で１番いい時間帯を、仕事のため

に捧げる仲間である。どこにだってオムツを届けて

あげるし、いつだって吐いた物の始末ぐらいしてあ

げる。寂しくなったら、いつでも電話してくれてい

い。金だって、あればいくらでも貸してあげる。

　そんな人間になってみたいと思うのだが、理想

は高く、されど現実は低いのである。そんな事を弱

くなった秋の陽光の中で考えてみた。これからも

切磋琢磨しながら頑張っていこうと思う。

　誤解を招きそうな題名だが、しみじみ感じたこ

とである。「今月のアドボケイトになにか書いてほ

しい」と言われ、引き受けたものの、何も書けなく

なっていることに気づいた。発想はあるものの、後

が続かない、内容がずれる、記憶違い等々、全く

文章にならない。そんなトシでもないはずなのに、

これが「老い」というものなのだろうか？

　障害者になった原因が脳梗塞であるため、脳外

科に通院を続けているが、医師から「脳の病気の

経験者や眠剤の常用者は、認知症の危険性が通

常よりも高くなる」と言われたことがある。不自由

だからといって（もともと病弱なのだが）、体をあま

り動かさないことも脳にはよくないという。この言

葉には背筋が凍った。

 最近、人名を思い出せないことや覚えられないこ

と、同じ行動を繰り返すこと、対話相手に聞き返す

こと、誤嚥(ごえん)がやたらに多くなってきてい

る。興味のあることもだんだん失せてきて、あきら

めが早く、深く物事を考えることも減ってきた。こ

れは危険なことだ。

　老いない人間はいない。しかし、若々しく活動し

ている老人はたくさんいる。私も寝たきりや、徘徊

するようには、あまりなりたくはない。いろいろと

予防の方法はあるようだから、なるべく努力しよう

と思う。「あまり」という消極的な表現をするのは、

実際になった人を否定したくないし、自分が本当

にそうなった場合も考慮してのことだ。

　わが夫婦に限っていえば、「面倒を見てもらえる

から、先に呆けたほうが勝ち」という勝負になって

いて、お互いなんとか相方がそうならないように

と、奇妙な抗争を繰り広げている。

『 もじやの仕事 』『 もじやの仕事 』

　所 長　福田　義浩

『 障害者老いやすく？ 』『 障害者老いやすく？ 』

早川　玄
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　我が家は、主人、私、長女(25歳・札幌市在住)、

長男の瞬(22歳・親と同居)、次男(19歳・室蘭市在

住)の５人家族です。

　長男の瞬は、小さいときはかんしゃく持ち・自傷

行為・偏食・多動で手がかかり大変でした。

　２歳半で知的障害を伴う自閉症と診断。療育通

園センター４年、加配付で保育所２年、地元小学

校の特学を２年、鷹栖養護学校を小３～中３の７

年、雨竜高等養護を卒業後に地元富良野市内の

事業所サポートステーション栄町・工房すきっぷで

楽しく作業をしています。

　また、中学１年でてんかんを発病した頃から、薬

のせいもあってのんびり屋へと変身。愛読書は月

間テレビジョンで、買うとすぐ頭へインプット。毎

日番組欄をTVで変更が無いかチェックしていま

す。カレンダーも万年入っているのですが、惜しい

ことに自分だけの世界でしか使えないのが残念です。

　７月から、てんかんの発作が再発し、自由が減り

監視される状態でちょっとかわいそう。20歳で再

判定を受けた療育手帳は限りなくAに近い微妙な

B。でも、何が楽しいの？と聞きたくなるほど楽しそ

うに暮らしています。

　親として初めは、障害は少しでも軽くなり健常の

同じ年の子供たちとやっていければ…。と思って

いましたが、どんなに努力しても難しいことが分か

り瞬を養護学校へ転校させました。

　姉も弟も瞬の事であきらめたり、譲る癖が付い

ていたため自分を強く主張できず、よくいじめに

遭っていました。自分より劣っている人間が必要で

ピリピリした子どもたちがいじめを起こしていたよ

うです。人と比べて自分が上でなければならない

と思っていたんでしょうね。だから「○○のくせ

に」なんて、良く聞きました。私は、いじめられる人

間は無視できない存在なのだから、ある意味魅力

的だと思っています。だから、いじめられる事が惨

めで恥ずかしいとは思わない。

　黙って我慢する事は現状のままで良いという事

で、何もしないと現実は変わらない。そんなこと出

来ないと言う人がいると思うけど、しゃべれる・動

けるこんな素敵なツールを使わないのはもったい

ない。勇気を出すのは、いい子のままではいられな

い。格好悪い出来ない部分の自分を認め、今出来

る事だけ考えたら可能性が出てくると思う。

　大人の世界にもいじめは沢山ある。人間がいる

限り無くならない。みんな仲良く出来たら戦争が起

こるはずが無い…といつも思う。

　話は変わりますが、人はいずれ障害者になりま

す。眼鏡をかける、持病の薬を飲む人はそれが無

いと生活が困難になるのだから障害者だと私は

思っています。

　そう考えると障害者は沢山いる。ただ、介護や

支援を受けていないと障害者だという自覚が無い

人達が沢山いる。また、障害者が家に居るか居な

いかに関らず、我が家より大変な家庭はあるはず。

まだまだ大変じゃない。色々な人の話を聞くことで

物の見方が変わる。

　「時間」は誰で

も24時間しかな

く、楽しく過ごす

のも、くよくよ過

ごすのも自分の

心で決まるもの。

現実が変わらな

いなら、くよくよ

するのはもった

いないので「楽し

めそうかなぁ」と

思いながら頑張

ることで人生を

楽しんでいます。

富良野市　高田　保子さん

考え方で楽しくなれる考え方で楽しくなれる

8月25日 富良野神社例大祭 お手伝い(後は父)

このページは障害者を家族に持つ方たち
のコーナーです。毎日の生活で、楽しかっ
たこと、辛かったこと、泣いたこと、笑っ
たこと。思いおもいのことを語り合って
みませんか。もちろん匿名でもＯＫです。
原稿はきばりや門田迄お願い致します。

〒063-0812 札幌市西区琴似２条５丁目３-５-101
TEL011-644-5533  FAX011-613-9323

E-mail:kadota@npolife.net

障害
者を
家族に持つ方たちの心をつなぐ
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　 厚真町
本田農場産 
　 厚真町
本田農場産 ゆめぴりかゆめぴりかゆめぴりか

コン・ブリオ  ひだまり
食堂メニューをリニューアルしました！

ゆめぴりか

大ニュース！
ゆめぴりか

大ニュース！

・本日の選べる定食　魚or肉
・生パスタ（ナポリタン・バター醤油・ぺペロンチーノ）
・焼きたてミックスピザ
・自家製ダレの豚丼
・親子丼
・野菜たっぷり肉チャーハン
・カレーライス
・ハンバーグ定食
・うどん・そば（温・冷）

佐藤シェフの
おススメ！！
佐藤シェフの
おススメ！！

写真はイメージです

NPO法人 札幌・障害者活動支援センターライフ

※ ご要望に応じて玄米から
　 白米まで精米いたします。もちもちっ！

！
もちもちっ！

！

北海道の優良品種
極良食味米

安心・安全！！安心・安全！！

新鮮！！新鮮！！
栄養価たっぷり！！栄養価たっぷり！！

3kg 1,350円
5kg 2,250円

年間60kg以上（10kg単位）の注文から契約させていただきます。
　
■５％割引    
　年間契約をしていただくと値段より５％引か
せていただきます。

　通常５kg 2,250円、10kg 4,500円のところ
60kgの場合27,000円が25,650円になります。 
　

■有効期限    
　2012年10月～2013年9月30日の1年間 　
■配送について    
　年間60kg以上契約のお客様は配送料無料。  
範囲は琴似周辺応相談。

※ご希望の方はこころやへご連絡下さい。FAXまた
は郵送で申込み書を送付させていただきます。 

ALL￥500で 

ボリューム満点！
ALL￥500で 

ボリューム満点！
ALL￥500で 

ボリューム満点！
ALL￥500で 

ボリューム満点！
ALL￥500で 

ボリューム満点！
ALL￥500で 

ボリューム満点！
ALL￥500で 

ボリューム満点！
ALL￥500で 

ボリューム満点！

こころやは平成24年度産低農薬米 ゆめぴりか の年間契約販売を始めます。

こころや 札幌市西区琴似２条５丁目３-５マンションMOMO1F
ＴＥＬ：011-614-1871 ＦＡＸ：011-613-9323

お買い求め・年間契約のお申し込みは
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ライフの事業所 こころや在籍の岡林満美(おかばやし みつよし)さん執筆
 NPOライフブック 待望の 第３段 

ライフの事業所 こころや在籍の岡林満美(おかばやし みつよし)さん執筆
 NPOライフブック 待望の 第３段 

震災復興は雇用の創出から
いまこそ社会的事業所の出番です！
震災復興は雇用の創出から

いまこそ社会的事業所の出番です！

障害者として生まれた満美。

話すことも、自由に動かすことも出来ない手足で

自殺まで考えた彼が今、

『 生きていて幸せだ。』と言えるのは…
岡林満美、渾身の一冊、ぼくたちだって人間だ!!

障害者として生まれた満美。

話すことも、自由に動かすことも出来ない手足で

自殺まで考えた彼が今、

『 生きていて幸せだ。』と言えるのは…
岡林満美、渾身の一冊、ぼくたちだって人間だ!!

「障害者等の就労を考える 社会的事業所の役割」の
　講演記録が出来ました！

　昨年の１月に開催したセミナー

　私たちは「福祉」という言
葉を好まない。それは、「福
祉施策」を必要とする人た
ちを見下したときに使われ
ることが多いように感じられ
るから…
　本来『「人間福祉」である
べき「福祉」が、今、「制度
としての福祉」になりさがっ
ている』という社会福祉法
人この実会の加藤孝さんの
言葉に触発され、『さっぽろ
人間福祉ブックレット』を発
行する。

社会的困難を抱える人たちとの「共働」
をめざす、「社会的事業所」制度の法制
化は急務であります。
社会的事業所とは何か？

その理念と実践の取り組みが解りやすく
語られています。

●お申し込み
NPO法人札幌・障害者活動支援センターライフ

札幌市西区琴似2条5丁目3-5  マンションモモ１F
TEL:011-633-6666  FAX:011-613-9323
mail:honbu@npolife.net　HP:http://npolife.net/

NPOライフブックレットNo.１
『収容施設はもういらないと思うまで』
定価 ( 送料別 )　A5 判　72ページ

2008年8月31日発行

840円

NPOライフブックレットNo.２
2011年6月30日発行

『誰もが働ける社会を』
定価 ( 送料別 )1,000円

A5 判　140 ページ

絶賛発売中絶賛発売中

NPOライフブックレットNo.３

『ぼくたちだって人間だ！！』
2012年8月31日発行

A5判　134ページ
定価 800円( 送料別 )

※ 同時購入 1,000円( 送料別 )

『僕たちの小さい命』
2012年8月31日発売

定価 300円( 送料別 )

CD 岡林満美

僕たちの小さい命
 同時発売！！

CD 岡林満美

僕たちの小さい命
 同時発売！！
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編集後記
　今年の夏は、いや9月過ぎまで本当に暑かった。そ
の暑い最中に熊本から1名の女子大生がライフに訪れ
たが、その学生さんですら北海道は想像以上に暑いと
言っていたから、本当に尋常ではない。しかし、計画
停電も実施されることなく節電する期間を何とか終
えたが、問題はこれからだ。北海道は夏より冬が大変
だ。特に在宅で人工呼吸器などの医療機器を使用す
る人にとっては戦々恐々とした厳しい冬になるかもし
れない。電力の停止は命に直結する。こうした人たち
がいることも忘れないでほしい。実習に来ていた学生
さんにも多くの人たちと一緒に仕事をして体験したこ
とを是非、回りの方々に発信して欲しいと思うし、広
く活動に参加してもらえたら、もっと嬉しい。（タケ）

　アドボケイト　神無月号（第143号）

1973年１月13日第３種郵便物認可
2012年10月10日発行（毎月10日発行）ＨＳＫ通巻第487号

〒063-0812 札幌市西区琴似２条５丁目３-５マンションモモ１Ｆ

編集人/ＮＰＯ法人札幌・障害者活動支援センターライフ
理事長　我妻　武

TEL 011-633-6666　FAX 011-613-9323

発行人/北海道障害者団体定期刊行物協会
細川　久美子

〒063-0868 札幌市西区八軒８条東５丁目４-18

Ｅ-mail　honbu@npolife.net
ホームページ  http://npolife.net/
郵便振替口座  02710-4-63485
定価 100円

　この作品は、海堂が『チーム・バチスタの栄光』
や『ジェネラル・ルージュの凱旋』を書く前の、作家
としての原点と言っていい作品である。
　主人公である東城大医学部剣道部主将の速水
晃一と、帝華大医学部剣道部主将清川吾郎の医鷲
旗争奪を軸に、彼等を取り巻く個性豊かな面々が
彼等に影響を与えながら物語を思わぬ方向へと導
いていく。
　医学部剣道部に所属する者なら誰もが、医鷲旗
を母校に持ち帰らんがために日々精進するのだ
が、速水と清川はそれぞれの個性が故に、剣の道
を少し変わった角度から極めようとする。
　BOØWYの音楽を好み、とてもいい加減な奴
だった清川が、朝比奈ひかりと彼女のおジイの力に
よって少しずつ変貌をとげていく。一方、速水は一
刀流の極意である「切り落とし」を会得するため、
ただひたすらに真剣素振りを一日一万本こなすの
である。両者は己のプライドをかけ、卒業までの短
い季節を、自分らしく生きるために努力し、己を高
めていく。そしてクライマックスの医鷲旗大会で、
清川は陰の位八相で、速水は上段を極め、相対す
る事になる。
　何でもいい、何かに打ち込んで挫折し、岩山を少
しずつ登るように地道な努
力をしてこそ、簡単には折
れない強い人間になれる
事を、この作品は教えてく
れる。
　人生において、無駄にす
る時間はあっても、無駄な
時間はないのだ。それを決
めるのは自分なのだから。

もじや所長  福田　義浩私の
オス
スメ

私の
オス
スメ 海堂  尊 著 「ひかりの剣」

出版社：文芸春秋
定　価：1,680円(税込)

～ライフカンパのお願い～

　NPO札幌・障害者活動支援センターライフでは、
設立して23周年（法人化して12年）を越えたところで
すが、これまで何か行動を起こす時に目標を設定して
カンパのお願いをしてきました。しかし、昨年末から
皆様方にライフ運営資金のためのカンパをお願いし
てきています。
　ここ数年続く世界的な不況で仕事量は減っており、
ライフの運営が厳しくなっていることも事実です。そ
こで、大変恐縮ですが、ライフの運動に共感する皆様
方からの応援を是非ともお願いしたいと思います。

　NPO札幌・障害者活動支援センターライフでは、
設立して23周年（法人化して12年）を越えたところで
すが、これまで何か行動を起こす時に目標を設定して
カンパのお願いをしてきました。しかし、昨年末から
皆様方にライフ運営資金のためのカンパをお願いし
てきています。
　ここ数年続く世界的な不況で仕事量は減っており、
ライフの運営が厳しくなっていることも事実です。そ
こで、大変恐縮ですが、ライフの運動に共感する皆様
方からの応援を是非ともお願いしたいと思います。

振り込み先

北洋銀行  琴似中央支店　普通預金 4606735
 加入者名 特定非営利活動法人
  札幌障害者活動支援センターライフ
  理事長　我妻　武

札幌信用金庫 琴似支店　普通預金 3296744
 加入者名 特定非営利活動法人
  札幌障害者活動支援センターライフ
  理事長　我妻　武

ゆうちょ銀行　振替口座　02710-4-63485
 加入者名 NPO札幌・障害者活動支援センターライフ

ご協力ありがとうございますご協力ありがとうございます

アドボケ購読料

並木　節　様

後藤 由美子様

寄付金

川村　勇　様

千島　進　様

織本　英子様

後藤 由美子様

宇田川 利夫様

匿名希望　様

賛同会費

匿名希望　様
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